










（ 続紙 １ ）                             































































































（続紙 ２ ）                            
 
（論文審査の結果の要旨） 
 
 ウズベキスタンを含む中央アジア地域は、ソ連崩壊後に大きな社会経済的変化を経験
している。そのなかでも、市場経済化とイスラーム復興が大きな研究課題となってき
た。また、市場経済化にともなう生活の不安定化と、イスラーム復興にともなうジェン
ダー規範の強化によって、女性が二重に周縁化されているか否かということがウズベキ
スタン研究の重要な問いになっている。 
 本論文は、このような状況と先行研究における議論をふまえたうえで、現代ウズベキ
スタンの牧畜地域において、手織り物の生産に着目しつつ、女性の日常生活とそれを支
える社会経済関係について、長期の臨地調査をもとに論じるものである。ウズベキスタ
ンでの調査は2年6ヶ月にわたり、牧畜地域のカシュカダリヤ州には1年8ヶ月滞在してい
る。本論文における現代ウズベキスタン牧畜地域社会の記述と分析には、そのような長
期調査の着実な成果が見られる。 
 本論文の意義としては以下の三点が挙げられる。 
 第一に、現代ウズベキスタンの牧畜地域の女性の日常生活について、長期の参与観
察を通して丹念に調査し、分厚く、また生き生きとした民族誌的記述を行なったことで
ある。本論文は当該地域における手織り物生産に用いられる材料、道具、技術、手織り
物の種類や特徴についての詳細な記述から出発し、それらが、地域の環境や牧畜、家事
労働、結婚、儀礼、貨幣経済等とどのように関わっているかを描くことによって、この
地域の生活世界を重層的に描き出すことに成功している。また、これまでのウズベキス
タン研究は定住農耕民についてのものが多く、牧畜民に関する詳細な研究はほとんどな
かった。この意味においても、本研究は貴重な貢献をなすものである。 
 第二に、このような分厚い民族誌を通して、ウズベキスタンを含む旧ソ連地域にお
ける女性に関する先行研究を批判的に検討したことである。ペレストロイカからソ連解
体という出来事は、計画経済から市場経済への移行とそれに伴う経済の混乱を引き起こ
し、他方では、民族の伝統文化の再評価をもたらした。これによって、ソ連時代の男女
平等イデオロギーにかわり、男性優位の保守的なジェンダー・イデオロギーが台頭す
る。こうした変化は、女性たちに、家庭における母／妻としての役割を果たしつつ、家
計を支えるために現金獲得活動をするという二重負担を求めることとなった。このよう
に、女性が二重に周縁化されているという議論に対して、地域社会で影響力をもつ女性
イスラーム知識人を取り上げ、草の根レベルでの再イスラーム化は女性によって担われ
る側面があることを示す事例研究や、あえて家族や親族と距離を取り、近代施設である
大学で学びを続ける女子学生の実践を、伝統的な慣習への抵抗として記した研究もされ
ている。本論文は、女性が周縁化されているのか、主体性を発揮しているのか、受動的
なのか能動的なのか、という問いに限定されることなく、牧畜地域の女性の生活を記述
する。そこで描かれるのは「家の仕事」に追われ、儀礼に参加し、手織り物を生産し売
買しながら、家族や親戚、友人たちとおしゃべりや贈答交換をする女性たちである。
「文化的な」都会の生活や都会の女性に憧れつつも、辛い仕事に耐えられる強さや、貞
淑さを、自分たち「村の女性」の特徴として誇らしげに挙げる女性たちである。また、
携帯電話を通して結婚相手を自分で見つける独身女性の事例等の詳細な検討を通して、
「家父長制的イデオロギーの強化」というだけでは捉えきれない、生活世界の変化の有
り様を記述することに成功している。本論文はこのように、先行研究における問題設定
に対して批判的な距離をとりながら、これまで見過ごされがちであった多面的な現実を
描くことによって、ウズベキスタン女性研究への新たな貢献をなすものである。 
 第三に、経済人類学における「マイナー・サブシステンス」と「バザール経済」をめ
ぐる議論への貢献である。マイナー・サブシステンスは、集団にとって最重要とされて
いる生業活動に対して、副次的な意味しか与えられていないが、それでも受け継がれて
  
きている生業活動であるとされる。本論文は手織り物をマイナー・サブシステンスとし
て位置づけることによって、それが持つ生活用品としての価値や交換価値に加えて、そ
の生産を通じて形成される社会関係や情緒的価値についてより明示的かつ多面的に記述
することが可能になると論じる。さらに、本論文は、そのように特徴づけられる手織り
物がバザールで売買される過程について詳細な記述を行なう。経済人類学において、バ
ザール経済が他の市場経済取引とどのように異なるのか（あるいは異ならないのか）と
いう議論が行なわれてきた。本論文では、バザールにおける手織り物の取引において、
一見、売り手（生産者）が常に買い手（仲買人）に買い叩かれているように見える現象
について、それが双方にとってある種の合理性を持つ所以を、移行期ウズベキスタンに
おける手織り物が持つ商品しての性格から解明している。 
 以上のように本論文は、長期のフィールドワークを通して、移行期ウズベキスタン
の牧畜地域に生きる女性たちの生活世界を、詳細かつ多面的に記述・分析したものであ
り、中央アジア地域の動態、とくにその中での女性の在り方について、新たな理解をも
たらす優れた研究である。 
 よって、本論文は博士（地域研究）の学位論文として価値あるものと認める。ま
た、平成27年7月27日、論文内容とそれに関連した事項について試問した結果、合格と
認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当するものと判断し、公表に際
しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
 
